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県政のさまざまな課題に取り組む体制を築くため、
県庁の組織を改正しました。

4 月 から沖 縄 県 庁 の
　 　 　 　 組 織 が 変 わります！
4 月 から沖 縄 県 庁 の
　 　 　 　 組 織 が 変 わります！

お問い合わせ ●県行政改革推進課   TEL：098-866-2155　FAX：098-866-2157
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総務課
警務課
広報相談課（広報室）
   （被害者支援室）
会計課
厚生課
教養課
監察課
情報管理課
生活安全企画課
安全なまちづくり推進課
地域課
(自動車警ら隊）
通信指令課
少年課
(少年サポートセンター）
生活保安課
刑事企画課
捜査第一課
（機動捜査隊）
捜査第二課
捜査第三課
暴力団対策課
鑑識課
科学捜査研究所
交通企画課
交通規制課
交通指導課
運転免許課
（自動車運転免許試験場）
交通機動隊
警備第一課
警備第二課
外事課
機動隊

総務課
　教育事務所
       国頭・中頭
       那覇・島尻  
       宮古・八重山
財務課
施設課
福利課
県立学校教育課
　総合教育センター
義務教育課
保健体育課
生涯学習振興課
   図書館 
　八重山分館
　青少年の家
　　名護・糸満  
　　石川・玉城
　　宮古・石垣  
文化財課
　埋蔵文化財センター

総務課
議事課
政務調査課

各  種  委  員  会各  種  委  員  会

公安委員会

県警本部

教育委員会

教 育 庁

知 事 公 室
総 務 部
企 画 部
環 境 生 活 部
福 祉 保 健 部
農 林 水 産 部
商 工 労 働 部
文化 観 光 ス ポーツ 部
土 木 建 築 部

計
出 納 事 務 局

区 分
本 庁 出先機関

局 課

1

平成23年4月1日現在
赤：新設の部・課など

《 組 織 改 正の 概 要 》
文化、観光およびスポーツに関する施策を総合的に実施す
るため、新たに「文化観光スポーツ部」を設置しました。
環境施策を重点的に推進するため、環境部門を「環境生
活部」として改編しました

雇用対策の強化のため雇用施策の担当課を２課
体制にするとともに、部の名称を「商工労働部」
としました。
国民健康保険課の新設をはじめとして、福祉保
健部の保健部門を再編しました。 

①

②

③

④

新 設

6977

知事公室知事公室 総 務 部 企 画 部 福祉保健部 農林水産部総 務 部 企 画 部 環境生活部環境生活部
(旧文化環境部） (旧観光商工部）

福祉保健部 農林水産部 商工労働部商工労働部
土木建築部

知    事

副 知 事

土木建築部

総務私学課
(行政情報センター)
　宮古事務所
　八重山事務所
　東京事務所
人事課
　自治研修所
行政改革推進課
職員厚生課
(職員健康管理センター)
財政課
税務課
　県税事務所
　   名護・コザ・那覇 
　自動車税事務所 
管財課

企画調整課
交通政策課
土地対策課
統計課
科学技術振興課
   海洋深層水研究所
   畜産研究センター
   農業研究センター
　支 所
　名護・宮古島
　石 垣
   森林資源研究センター
   水産海洋研究センター
　支 所
　石 垣
   工業技術センター
情報政策課
地域・離島課
市町村課

福祉保健企画課
    福祉保健所
　  北部・中部・南部 
　  宮古・八重山
　保健所
　北部・中部・中央
　南部・宮古・八重山
福祉・援護課
高齢者福祉介護課
青少年・児童家庭課
　女性相談所
　若夏学院
　児童相談所
　   中央・コザ
障害保健福祉課
　知的障害者
　   更生相談所
　身体障害者
　   更生相談所
    総合精神保健
　   福祉センター
医務課
    看護大学
    浦添看護学校
健康増進課
国民健康保険課
薬務疾病対策課

農林水産企画課
　 農林水産振興センター
　  北部・宮古・八重山
　家畜保健衛生所 
　北部・宮古・八重山
流通政策課
   中央卸売市場
農政経済課
営農支援課
  病害虫防除技術センター
  農業改良普及センター
　 中部・南部
    農業大学校
園芸振興課
糖業農産課
畜産課
   中央家畜保健衛生所
   家畜衛生試験場 
   家畜改良センター
村づくり計画課
    農林土木事務所
    　中部・南部
農地水利課
農村整備課
森林緑地課
   南部林業事務所
水産課
    水産業改良普及センター
    栽培漁業センター
漁港漁場課

産業政策課
   大阪事務所
新産業振興課
商工振興課
(工芸技術支援センター）
企業立地推進課
情報産業振興課
経営金融課
雇用政策課
労政能力開発課
(労政・女性就業センター)
　職業能力開発校
　　具志川・浦添

観光政策課

観光振興課

交流推進課
(旅券センター)

文化振興課
   芸術大学
   博物館・美術館

スポーツ振興課

会計課
物品管理課

総務企画課
配水管理課
　浄水管理事務所
　　久志・石川
　　北谷・西原
　水質管理事務所
建設計画課

県立病院課
　北部病院
　中部病院
　南部医療センター
 ｠・こども医療センター
　精和病院
　宮古病院
　八重山病院

土木企画課
   土木事務所
      北部・中部・南部・宮古・八重山
技術管理課
用地課
道路街路課
道路管理課
河川課
   ダム事務所
海岸防災課
港湾課
   中城湾港建設事務所
空港課
   下地島空港管理事務所
都市計画・モノレール課
下水道課
   下水道建設事務所
   下水道管理事務所
 浄化センター
 具志川・宜野湾・西原・那覇
建築指導課
住宅課
施設建築課
新石垣空港課
   新石垣空港建設事務所

環境政策課
　衛生環境研究所 
環境保全課
環境整備課
自然保護課
   動物愛護管理センター
県民生活課
   県民生活センター
   計量検定所
生活衛生課
   食肉衛生検査所
　   北部・中央
平和・男女共同参画課
   平和祈念資料館

秘書課

広報課

基地対策課

返還問題対策課

防災危機管理課
　消防学校

沖縄県行政機構図
平成23年度

知    事

副 知 事

出納事務局 事務局企業局 病院事業局

県議会会計管理者
 公営企業
管理者

病院事業
 管理者

出納事務局 事務局企業局 病院事業局

県議会会計管理者
 公営企業
管理者

病院事業
 管理者

警務部

 
 生活
安全部

刑事部

交通部

警備部

警察学校

警察署

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監

（
知
事
公
室
長
を
も
っ
て
充
て
る
）

文化観光
スポーツ部
文化観光
スポーツ部



●県財政課  　TEL：098-866-2095　FAX：098-866-2658お問い合わせ

東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。

東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。

　今
年
度
は
、沖
縄
振
興
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
り
、総
仕
上
げ
の

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で

の
成
果
を
踏
ま
え
、沖
縄
の
将
来

像
を
展
望
し
つ
つ
、残
さ
れ
た
課

題
へ
の
対
応
と
更
な
る
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
、力
強
く
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　特
に
、産
業
振
興
、雇
用
創
出
、

福
祉
医
療
の
拡
充
お
よ
び
離
島
振

興
な
ど
の
推
進
は
、県
の
重
要
課

題
と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、現
下
の
厳
し
い
財

政
状
況
も
踏
ま
え
、「
新
沖
縄
県
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
」の
着
実
な
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、こ
れ
ま

で
以
上
に
各
分
野
に
お
い
て
主
体

的
な
事
業
の
取
捨
選
択
が
徹
底
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、限
ら
れ
た

財
源
を
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
に

重
点
的
・
効
果
的
に
配
分
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

増
減
の
ポ
イ
ン
ト

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

収
支
不
足
へ
の
対
応

予
算
編
成
の
方
針

　今
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、六
千

八
十
二
億
円
。

　前
年
度
と
比
べ
て
二
十
七
億
円
、〇
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、三
年
連
続
の
増
額
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

【自主財源】：県が自主的に徴収または収納することができる
財源のことで「県税」、｢使用料及び手数料」、「諸
収入」などのことです。

【依存財源】：国から定められた額を交付されたり、割り当てら
れたりした財源で「地方交付税」、「国庫支出金」、
「県債」などのことです。

【県　　税】：直接税として県民税、事業税、不動産取得税、自
動車税などがあり、間接税として地方消費税、県
たばこ税などがあります。

【地方交付税】：すべての地方公共団体が一定水準の行政を維持
するために必要な額を保障するもので、財源不足
が生じる地方公共団体に国から交付されます。

【国庫支出金】：地方公共団体が行政を執行する上で必要な財源
に充てるため、国から負担金、補助金、交付金な
どの名称で交付されるものです。

【県　　債】：県が特定支出に充てるため、一会計年度を超え
て借り入れる長期借入金のことです。また、償還
に要する経費を公債費といいます。

【
増
加
】

❶
不
発
弾
等
処
理
事
業
費
や
沖
縄

国
際
航
空
物
流
ハ
ブ
活
用
推
進

事
業
な
ど
の
物
件
費
が
増
加
し

ま
し
た（
三
十
七
億
円
）。

❷
水
産
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
移
転

整
備
事
業
や
安
心
こ
ど
も
基
金

事
業
な
ど
の
単
独
事
業
が
増
加

し
ま
し
た（
三
十
五
億
円
）。

❸
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業

や
国
民
健
康
保
険
負
担
金（
補

助
金
）等
事
業
費
な
ど
の
補
助

費
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た（
二

十
億
円
）。

❹
障
害
者
自
立
支
援
医
療
事
業

費
や
生
活
保
護
援
護
費
な
ど

の
扶
助
費
が
増
加
し
ま
し
た

（
十
億
円
）。

【
減
少
】

❶
港
湾
改
修
費
や
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
推
進
事
業
費
な
ど
の
補
助

事
業
が
減
少
し
ま
し
た（
△
三

十
七
億
円
）。

❷
公
債
管
理
特
別
会
計
の
設
置
に

伴
い
一
般
会
計
に
借
換
分（
六

十
億
円
）が
計
上
さ
れ
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
り
公
債
費
が
減
少

し
ま
し
た（
△
三
十
億
円
）。

❸
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
者
支

援
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り
積

立
金
は
減
と
な
り
ま
し
た（
△

九
億
円
）。

❶
補
助
金
な
ど
の
見
直
し（
△
十

二
億
円
）

　百
三
十
四
件
の
県
単
補
助
金
を

見
直
し
、廃
止
や
縮
小
を
実
施
し

ま
し
た
。

 

　歳
入
面
で
県
税
や
地
方
譲
与

税
、地
方
交
付
税
な
ど
が
増
加
し

ま
し
た
が
、歳
出
面
で
社
会
保
障

関
係
費
や
単
独
事
業
、物
件
費
な

ど
が
増
加
し
、予
算
編
成
過
程
に

お
い
て
八
十
億
円
の
収
支
不
足
が

生
じ
ま
し
た
。

　こ
の
た
め
、主
要
四
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
な
ど
に
よ
り
、収
支
不
足

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※

主
要
四
基
金
と
は
、財
政
調
整
基
金
、

減
債
基
金
、県
有
施
設
整
備
基
金
、職
員

退
職
手
当
基
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

用語解説

総務費
6.6％

その他
6.7％

総務費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

民生費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

衛生費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

農林水産業費  ・・・・・・・・・・・

商工費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

土木費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

警察費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教育費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・

公債費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自主財源・・・・
依存財源・・・・

※民生費とは、県民の生活や福祉のために使われる費用のことです。
※県民の人口は1,396,628人（平成23年2月1日現在）で換算しました。

403億円
985億円
289億円
483億円
239億円
764億円
331億円

1,507億円
677億円
405億円

総務費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
民生費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
衛生費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
農林水産業費  ・・・・・・・・・・・
商工費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
土木費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警察費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教育費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・
公債費  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
その他  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

28,800円
70,500円
20,700円
34,600円
17,100円
54,700円
23,700円
107,900円
48,500円
29,000円

県民１人あたりに換算すると…

128,800円
306,700円

衛生費
4.7％

商工費
3.9％

警察費5.4％

農林水産業費
7.9％

教育費
24.8％

公債費
11.1％

土木費
12.6％

民生費
16.2％

歳
出
予
算
を
別
の
視
点
で
見
て
み
る
と…

歳
出
予
算
を
別
の
視
点
で
見
て
み
る
と…

入ってくるお金（歳入）
435,500円

出ていくお金（歳出）
435,500円

その他4.9％
2010.4-特1を参照。
その他の一部も“自主財源”
に含まれる

その他3.0％

人件費
32.0％

扶助費
4.1％

補助事業
18.7％

単独事業
3.2％

物件費
6.6％

補助費等
21.4％

公債費
11.1％

地方消費税清算金
3.6％

繰入金6.2％

諸収入3.6％

■自主財源
　29.6％
■依存財源
　70.4％

地方交付税
33.2％

国庫支出金
23.6％

県債
10.9％

県税
14.2％

県　税  ・・・・・・・・・・・・・・・・

地方消費税清算金  ・・・・・・

繰入金  ・・・・・・・・・・・・・・・・

諸収入  ・・・・・・・・・・・・・・・・・

地方交付税  ・・・・・・・・・・

国庫支出金  ・・・・・・・・・・・

県　債  ・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他  ・・・・・・・・・・・・・・・・・

人件費  ・・・・・・・・

扶助費  ・・・・・・・・・

公債費  ・・・・・・・・・

補助事業  ・・・・・・

単独事業  ・・・・・・・・

物件費  ・・・・・・・・・

補助費等  ・・・・・・

その他  ・・・・・・・・・

1,944億円

247億円

677億円

1,138億円

193億円

401億円

1,300億円

183億円

862億円
217億円
375億円
217億円

2,022億円
1,433億円
660億円
296億円

歳
入
（
県
の
収
入
）

歳
出
（
県
の
支
出
）

義務的

経　費

投資的
経　費

その他

の経費

一般会計当初予算額

6,082億円（対前年度比0.5％、27億円増） 平
成
二
十
三
年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
二
十
三
年
度

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し

(　　　　　　　　　)







2 1

②
未
収
穫
果
実
は
畑
周
辺
に
放
置
せ

ず
、ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
密
封
し
、

廃
棄
す
る
。

③
施
設
周
辺
の
ナ
ス
科
雑
草（
イ
ヌ
ホ

ウ
ズ
キ
な
ど
）を
除
去
す
る
。

①
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど
で
覆
う
か
、果
実

に
袋
が
け
な
ど
を
行
い
、栽
培
す
る
。

②
畑
周
辺
の
ナ
ス
科
雑
草
は
、除
去
す

る
。

③
栽
培
終
了
後
は
速
や
か
に
片
付
け
を

行
い
、果
実
が
畑
に
残
ら
な
い
よ
う
に

す
る
。

①
発
生
し
て
い
る
地
域
か
ら
の
ナ
ス
科

植
物
の
実
の
つ
い
た
苗
な
ど
は
持
ち
込

ま
な
い
。

②
ナ
ス
科
野
菜
を
仕
入
れ
る
際
、開
封

時
や
小
分
け
時
に
異
常
な
果
実
が
な
い

か
確
認
す
る
。

【
生
産
農
家
】

　被
害
防
止
対
策
を
確
実
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。疑
わ
し
い
果
実
の
出
荷
は
控

え
、す
ぐ
に
関
係
機
関
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
取
り
扱
い
業
者
】

　被
害
果
実
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、確

実
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
沖
縄
本
島
で
初
め
て「
ナ
ス
ミ
バ
エ
」

と
い
う
害
虫
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
ナ
ス
ミ
バ
エ
」
は
主
に
ナ
ス

科
（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
な
ど
）
の
果
実
を
食

害
し
、防
除
が
難
し
い
害
虫
で
す
。

ナ
ス
ミ
バ
エ
の
防
除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

施
設
栽
培
に
お
け
る
対
策

ナ
ス
ミ
バ
エ
未
発
生
地
域
の
対
策

露
地
栽
培
に
お
け
る
対
策

被
害
状
況

防
除
対
策

皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

ナスミバエ成虫

ファスナー付二重カーテン

二重カーテン

トマト ナス ピーマン

島とうがらし

トマト ナス
被害果実の写真

テリミノイヌホオズキ

果実を新聞紙などで
覆い、出荷・搬送する

ピーマン

島とうがらし

　緊
急
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、沖
縄

本
島
の
十
八
市
町
村
で
発
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。宮
古
地
区
、八
重
山
地
区

を
含
む
離
島
地
域
で
は
、現
在
ま
で
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。与
那
国

島
で
は
以
前
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、

防
除
対
策
を
実
施
し
、国
の
駆
除
確
認

調
査
を
行
う
予
定
で
す

　被
害
果
実
は
、写
真（
上
図
参
照
）の
よ

う
に
、ナ
ス
ミ
バ
エ
の
幼
虫（
ウ
ジ
虫
）が

果
実
内
を
食
い
荒
ら
し
ま
す
。も
し
、被

害
に
あ
っ
た
果
実
が
出
荷
さ
れ
た
場
合
、

沖
縄
県
産
の
農
産
物
に
対
す
る
大
き
な

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
す
。

　ナ
ス
科
野
菜
を
栽
培
す
る
場
合
は
次

の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
施
設
内
へ
の
ナ
ス
ミ
バ
エ
の
侵
入
を

防
ぐ
た
め
に
防
虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、

ネ
ッ
ト
や
ビ
ニ
ー
ル
の
破
れ
を
ふ
さ

ぎ
、出
入
口
は
ネ
ッ
ト
に
よ
る
二
重

カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
。

　集
出
荷
時
や
運
搬
時
に
は
果
実
を
覆

う
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。発

生
が
疑
わ
れ
る
ナ
ス
科
野
菜
な
ど
は
未

発
生
地
域
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、果

実
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
へ
】

　家
庭
菜
園
な
ど
の
栽
培
に
つ
い
て
も

防
除
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　被
害
果
実
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
密
封
し
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　疑
わ
し
い
果
実
が
あ
る
場
合
は
、果

実
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
密
封
し
、最
寄
り

の
県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー
、農

業
改
良
普
及
課
、農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●県営農支援課  TEL:098-866-2280　FAX:098-866-2309お問い合わせ

県
病
害
虫
防
除
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
〇
九
八-

八
八
六-

三
八
八
〇

県
北
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
改
良
普
及
課

☎
〇
九
八
〇-

五
二-

二
七
五
二

県
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
〇
九
八-

八
九
四-

六
五
二
一

県
南
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
〇
九
八-

八
八
九-

三
五
一
五

東北地方太平洋沖地震支援
沖縄県では、東北地方太平洋沖地震に対し、以下の支援を行います。

1．義援金の募集
振り込み口座は以下のとおりです。
(口座名義)
　東北地方太平洋沖地震義援金　文化環境部長(※)　下地　寛
　※４月１日以降は、部局再編のため環境生活部長になります。
(口座番号)

窓口での振込手数料は
免除されています。

沖 縄 銀 行
琉 球 銀 行
沖 縄 海 邦 銀 行
沖 縄 県 労 働 金 庫
コ ザ 信 用 金 庫
沖縄県農業協同組合

No.１２８３１１３
No.１７８１９８
No.００７６８３８
No.３２４５８０１
No.２０２０２８５
No.００１５２３４

２．｢被災地支援センター(仮称)」の立ち上げ
　「被災地支援センター(仮称)」を立ち上げ、市町村と連携して支援物資の受入を行います。県民
の皆さまからの支援物資は、お住まいの市町村に持ち込んでいただきます。
　市町村は持ち込まれた支援物資を仕分けして、県の被災地支援センター（仮称）に持ち込みま
す。県では現地からの要請があり次第、自衛隊に被災地への輸送を依頼します。
 　市町村での受付方法は、お住まいの市町村にお問い合わせください。なお、受入可能な支援
物資の種類には制限があります。詳細については、県のホームページでご確認ください。

３．職員の派遣
　保健・医療関係職員や運転士を現地に派遣しました。現地からの要請があり次第、被災地の
外国人支援要員、土木関係技師など、職員を派遣する用意があります。

４．給水車などの提供
　県企業局、市町村の給水車、作業車などを現地に輸送しました。

５．被災者の受入
　県営住宅、青少年教育施設などへの被災者の受入を準備しています。

６．食料などの提供
　要請に応じて、食料・水を提供できるように準備しています。

幼虫

平成２３年３月１７日現在

県庁出張所(普)
県庁出張所(普)
県庁内出張所(普)
県 庁 支 店(普)
那 覇 支 店(普)
本　　　　店(普)

※県では、領収書の発行は行っていません。



2011年4月

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

日　月　火　水　木　金　土

各施設行事予定表

県立博物館・美術館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

情報
ひろば
情報
ひろば

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくは沖縄県ホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　トップページ▶広報・広聴について▶広報誌、テレビ番組等

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式などは、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
4 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　25:55　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

●
日
時
　
４
月
24
日（
日
）午
後
２
時
半
〜

●
場
所
　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

●
内
容
　
全
国
の
泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
が
最

　
高
の
知
識
と
技
術
を
競
い
合
い
ま
す
。

●
備
考
　
入
場
無
料

●
問
合
せ
　（
社
）泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
協
会

　☎
0
9
8
ー
8
6
1
ー
5
4
0
3

●
実
施
職
種
　
30
職
種（
造
園
、防
水
施
工
、

　
写
真
、産
業
洗
浄
な
ど
）

●
受
付
期
間
　
4
月
11
日（
月
）〜
20
日（
水
）

●
実
施
期
間
　
6
月 

6
日（
月
）〜
9
月
11
日（
日
）

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　☎
0
9
8
ー
8
6
2
ー
4
2
7
8

　
県
労
政
能
力
開
発
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
6
6

●
問
合
せ
　
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
1
7
8
8

●
対
象
者
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
概

　
ね
40
歳
ま
で
の
就
職
を
希
望
す
る
女
性

●
期
間
　
5
月
13
日
〜
6
月
7
日（
月
〜
金
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

●
申
込
み
　
4
月
21
日
・
22
日
来
所
申
込
み

●
選
考
　
4
月
28
日（
木
）筆
記
試
験
・
面
接

●
定
員
　
20
名

●
受
講
料
　
無
料（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
あ
り
）

●
問
合
せ
　
県
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
3
ー
1
7
8
8

●
対
象
者
　
一
般
歯
科
治
療
が
困
難
な
心
身

　
障
害
児（
者
）（
障
害
の
程
度
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
実
施
期
間
　
6
月
8
日（
水
）〜
7
月
6
日（
水
）

●
実
施
場
所
　
県
立
北
部
病
院

●
募
集
締
切
　
4
月
28
日（
木
）

●
備
考
　
希
望
対
象
者
は
、５
月
上
旬
に
予

　
備
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
県
障
害
保
健
福
祉
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
9
0

　沖
縄
県
歯
科
医
師
会
立
口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
7
9
ー
8
3
5
0

●
応
募
資
格
　
就
農
を
予
定
し
て
い
る
他

　
産
業
従
事
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
青
年
な
ど

●
実
施
場
所
　
県
立
農
業
大
学
校
な
ど

●
受
講
料
　
無
料（
保
険
料
等
自
己
負
担
あ
り
）

【
第
1
回
】

●
実
施
期
間
　
5
月
下
旬
〜
8
月
下
旬

●
募
集
期
間
　
4
月
1
日（
金
）〜
28
日（
木
）

【
第
2
回
】

●
実
施
期
間
　
8
月
上
旬
〜
11
月
上
旬

●
募
集
期
間
　
6
月
10
日（
金
）〜
7
月
8
日（
金
）

●
問
合
せ
　
県
営
農
支
援
課

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
8
0

　４
月
１
日
か
ら
旅
券
事

務
の
権
限
移
譲
に
よ
り
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
と
受
け

取
り
が
次
の
８
市
町
村
に

お
住
ま
い
の
方
は
、県
旅

券
セ
ン
タ
ー
か
ら
市
町
村

窓
口
に
変
わ
り
ま
す
。

●
権
限
移
譲
市
町
村

　
う
る
ま
市
、国
頭
村
、大
宜
味
村
、東
村
、

本
部
町
、金
武
町
、北
谷
町
、石
垣
市

●
問
合
せ
　
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
7
5

　
県
平
和
祈
念
資
料
館
で
は
、ピ
ー
ス
メ

モ
リ
ア
ル
グ
ッ
ズ
開
発
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。今
年
度
開
発
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ

ッ
ズ
を
紹
介
す
る
ピ
ー
ス
メ
モ
リ
ア
ル
グ

ッ
ズ
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
　
3
月
14
日（
月
）〜
5
月
14
日（
土
）

●
備
考
　
入
場
無
料

●
問
合
せ
　
県
平
和
祈
念
資
料
館

　☎
0
9
8
ー
9
9
7
ー
3
8
4
4

●
日
時
　
毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

●
場
所
　
県
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

　
あ
る
概
ね
15
歳
以
上
39
歳
以
下
の
者

●
内
容
　
ひ
き
こ
も
り
本
人
の
居
場
所
づ

く
り
、社
会
参
加
の
一
助
と
し
て
、落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
、手
工
芸
、話
し
合
い
な
ど
を
通
し
た

対
人
関
係
の
訓
練
、施
設
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
備
考
　
参
加
費
無
料

●
問
合
せ
　
県
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　☎
0
9
8
ー
8
8
8
ー
1
4
4
3

●
日
時
　
毎
月
第
2
水
曜
日

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
高
校
生
な
ど
】

●
応
募
資
格
　
①
、②
の
条
件
を
満
た
す
者

　
①
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　
②
高
校
、専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
学
す
る
人

●
申
込
み
　
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
む
こ
と

【
大
学
・
専
修
学
校
な
ど
】

●
応
募
資
格
　
沖
縄
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者
の
子
弟
で
、国
内
の
大
学
、大
学
院
、

高
等
専
門
学
校
も
し
く
は
専
修
学
校（
専

門
課
程
）に
在
学
し
て
い
る
者
ま
た
は
平

成
23
年
４
月
入
学
予
定
の
者
。沖
縄
県
出

身
海
外
移
住
者
の
子
弟
で
、主
た
る
住
所

を
海
外
に
有
し
、県
内
の
大
学
も
し
く
は

大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
者
ま
た
は
平

成
23
年
４
月
入
学
予
定
の
者
な
ど

●
応
募
締
切
　
4
月
15
日（
金
）

●
問
合
せ
　（
財
）沖
縄
県
国
際
交
流
・
人
材

　
育
成
財
団
奨
学
課

　☎
0
9
8
ー
9
4
2
ー
9
2
1
3

●
対
象
者
　
3
級
取
得
者
も
し
く
は
同
等

　
の
実
力
の
あ
る
就
職
を
希
望
す
る
女
性

●
期
間
　
5
月
9
日
〜
6
月
21
日（
月
〜
金
） 

　
　
　
　 

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
　
労
政
・
女
性
就
業
セ
ン
タ
ー（
那
覇
）

●
申
込
み
　
4
月
18
日
・
19
日
来
所
申
込
み

●
選
考
　
4
月
26
日（
火
）筆
記
試
験
・
面
接

●
定
員
　
20
人

●
受
講
料
　
無
料（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
あ
り
）

●
場
所
　
名
護
市
役
所
守
衛
室

●
内
容
　
面
接
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
す

　
る
無
料
相
談

●
備
考
　
平
成
23
年
度
か
ら
日
時
と
場
所

　
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
沖
縄
県
交
通
事
故
相
談
所
支
所

　☎
0
9
8
ー
9
3
9
ー
7
5
1
2

　
Ｆ
Ｃ
琉
球
の
2
0
1
1
年
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
を
発
売
し
て
い
ま
す
。詳

細
は
Ｆ
Ｃ
琉
球
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
価
格

　
大
人
5,
0
0
0
円

　
中
学
生
・
高
校
生
2,
5
0
0
円

●
公
式
Ｈ
Ｐ

　http://w
w
w
.fcryukyu.com

/

●
問
合
せ
　
Ｆ
Ｃ
琉
球
事
務
局

　☎
0
9
8
ー
9
8
7
ー
1
6
1
9

☎098-941-8200

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
発
表
会

ス
カ
イ
ク
ラ
ブ

交
通
事
故
北
部
地
区
巡
回
相
談

Ｆ
Ｃ
琉
球
シ
ー
ズ
ン
パ
ス

技
術
講
習（
ワ
ー
ド
エ
ク
セ
ル
２
級
）

障
害
児
者
全
身
麻
酔
歯
科
治
療

平
成
23
年
度
就
農
サ
ポ
ー
ト
講
座

技
術
講
習（
経
理
事
務
）

平
成
23
年
度
奨
学
生
募
集

募

　集

 9日・10日
16日・17日
23日・24日

ワーク・ライフ・バランスについて
「黒糖の日」について
民生委員・児童委員について

◆バックヤードツアー
　開催日：４月９日（土）
　　　　  美術館：午前11時～正午
　　　　  博物館：午後２時～３時
　定　員：先着各12人(受付午前９時～)
　参加費：無料

博物館

美術館
5月　MAY5月　MAY

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

日　月　火　水　木　金　土

4月　APRIL4月　APRIL

泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
日
本
王
座
決
定
戦

イ
ベ
ン
ト

◆企画展「國吉清尚」展
　期　間：４月19日（火）～５月22日（日）
　入場料：一般800円、高校生・大学生500円、
　　　　  小・中学生300円

◆美術館コレクション展
（ギャラリー１）メコン4525kmの光彩－菅洋志写真展
（ギャラリ－２）大和コレクション展Ⅱ
（ギャラリー３）沖縄の色彩―沖縄美術の流れvol.3
　期　間：５月８日(日)まで
　入場料：一般300円、高校生・大学生200円、
　　　　  小・中学生100円

◆大嶺薫コレクション展
　期　間：３月15日（火）～４月10日（日）
　※博物館常設展の当日入場券が必要です。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

「高病原性鳥インフルエンザ」侵入防止についてのご理解とお願い
　国内で、高病原性鳥インフルエンザが続発しています。県内に高病原性鳥インフルエンザ
を侵入させないため、県民の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

次の侵入防止対策をお願いします。
①家きんの健康観察、早期通報の徹底
②消毒の徹底
③防鳥ネットの設置
④部外者の立入制限など

家きん飼養者の皆さまへのお願い
①家きん飼養施設への立入制限
②風評被害の防止
③死亡野鳥に関する通報
　●県自然保護課　☎098－866－2243
　●環境省那覇自然環境事務所
　  ☎098－858－5824
　●市町村役場

県民の皆さまへのお願い
中央家畜保健衛生所　☎098ー945ー2297
北部家畜保健衛生所　☎0980ー52ー2939
宮古家畜保健衛生所　☎0980ー72ー3321
八重山家畜保健衛生所　☎0980ー82ー2041
県 　 畜 　 産 　 課 　☎098ー866ー2269

関係機関の連絡先

平
成
23
年
度
前
期
技
能
検
定

試

　験
イメージ
キャラクター
パスポ君

東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。

東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。



東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。

東北地方太平洋沖地震被災者支援の義援金口座を開設しました。
詳しくは本誌12頁をご覧ください。

　昨
年
十
二
月
、名
護
十
字
路
に
新
し
い

市
営
市
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。今
年
四
月

の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
控
え
、す
で
に

鮮
魚
店
や
精
肉
店
、八
百
屋
な
ど
十
七
店

舗
が
入
居
し
、営
業
を
始
め
て
い
ま
す
。

　名
護
の
新
し
い
顔
と
な
る
市
場
を
中
心

に
、周
辺
商
店
街
の
南
平
和
通
り
会
・
北
平

和
通
り
会
・
名
護
大
通
り
会
・
大
西
通
り
会

が
一
体
と
な
り
、「
名
護
ま
ち
活
性
化
実
行

委
員
会
」を
発
足
。商
店
街
全
体
を
活
性
化

し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。昨
年
十
二
月
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
で
は
、名
護
桜
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、豚
汁
の
無
料
配
布
や

ま
ぐ
ろ
解
体
シ
ョ
ー
、や
ん
ば
る
の
食
材

を
楽
し
む
プ
ロ
の
料
理
人
に
よ
る
試
食
会

な
ど
、賑
や
か
な
催
し
を
開
催
。ま
た
、毎

月
十
八
日
を「
い
ち
ば
の
日
」と
定
め
、今

後
は
継
続
的
に
特
売
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
て
定
着
さ
せ
る
予
定
で
す
。

お
も
し
ろ
い
場
所
に
し
た
い
と
約
十
五
年

前
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。実
は
こ
れ
ま
で
、名
護
の
各
通
り
会
が

連
携
し
て
何
か
に
取
り
組
む
こ
と
は
少
な

く
、新
し
い
市
場
の
誕
生
が
地
域
の
結
束

を
促
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　「
新
市
場
は
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
。市
場

や
周
辺
商
店
街
の
経
営
者
は
、お
客
さ
ま

が
大
型
店
舗
へ
流
れ
た
り
、若
い
世
代
が

中
心
街
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感

を
感
じ
て
い
た
は
ず
。市
場
と
商
店
街
が

互
い
に
相
乗
効
果
を
考
え
、名
護
ら
し
い

魅
力
や
良
さ
を
自
覚
し
て
差
別
化
を
図
ら

な
け
れ
ば
」と
真
剣
な
表
情
で
話
し
ま
す
。

　実
行
委
員
長
の
末
吉
司
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
部
地
域
Ｉ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
協
働
機

構（
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）の
理
事
長
。子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
含
め
、地
元
を
よ
り
良
く

新
名
所
誕
生
を
き
っ
か
け
に

名
護
の
ま
ち
全
体
を
活
性
化

市
場
と
各
通
り
会
が

地
域
の
た
め
に
が
っ
ち
り
連
携

名
護
が
元
気
に
な
る

「
持
続
可
能
な
取
り
組
み
」を
め
ざ
し
て

　委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
市
営
市
場
テ
ナ
ン

ト
会
代
表
の
安
次
富
長
徳
さ
ん
は
、旧
市

営
市
場
時
代
か
ら
約
三
十
五
年
間
、精
肉

店
を
経
営
。「
市
営
市
場
の
歴
史
は
五
十
年

以
上
。最
盛
期
は
四
十
八
店
舗
あ
り
、地
域

の
中
心
と
し
て
活
気
が
あ
っ
た
」と
語
り

ま
す
。新
市
場
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
皆

さ
ん
の
反
応
は
上
々
。売
る
方
も
気
持
ち

が
い
い
」と
喜
び
ま
す
。

　「
末
吉
さ
ん
ら
若
い
世
代
の
お
か
げ
で
、

新
市
場
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。今

後
も
い
っ
し
ょ
に
市
街
地
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。「
売
り

子
と
の
相
対
売
り
と
シ
ー
ブ
ン（
お
ま
け
）

が
市
場
の
魅
力
。年
配
層
に
は
根
強
い
人

気
が
あ
り
ま
す
が
、若
い
人
も
ぜ
ひ
来
て

欲
し
い
」と
Ｐ
Ｒ
。リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
テ

ナ
ン
ト
に
積
極
的
に
声
を
か
け
、「
市
場
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
意
欲
的
で
す
。

市
場
の
良
さ
や
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
集
客
を
促
し
た
い

　三
月
に
は
、名
桜
大
の
学
生
に
よ
る
名

護
各
地
区
の
村
踊
り
イ
ベ
ン
ト「
第
一
回

あ
け
み
お
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
一
」を
市
場

中
庭
で
開
催
。「
新
市
場
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
の
宣
伝
に
な
っ
た
」と
メ
ン
バ
ー
も

喜
び
ま
す
。

　今
後
は
商
工
会
や
地
域
の
団
体
な
ど
と

の
連
携
も
考
え
て
お
り
、名
護
市
観
光
協

会
地
域
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
宮
城
良
勝
さ
ん
も
、「
市
場
と

通
り
会
の
活
動
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
。ま
ず
は
広
報
や
宣
伝
な
ど
を
お

手
伝
い
で
き
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

　委
員
会
で
は
月
に
一
度
定
例
会
を
行

い
、市
場
や
商
店
街
全
体
に
ど
う
し
た
ら

人
を
呼
び
込
め
る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。「
行
政
な
ど
に
頼
る
の
で
は
な

く
、地
元
の
た
め
に
地
元
が
立
ち
上
が
る

意
識
が
大
切
。あ
せ
ら
ず
に
腰
を
据
え
て

取
り
組
み
た
い
」と
い
う
末
吉
さ
ん
の
言

葉
が
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

地元のために地元が立ち上がろう！

「
地
元
の
た
め
に
地
元
が
立
ち
上
が
ろ
う
！
」

市
場
と
通
り
会
の
連
携
で
名
護
市
街
地
を
活
性
化

「
地
元
の
た
め
に
地
元
が
立
ち
上
が
ろ
う
！
」

市
場
と
通
り
会
の
連
携
で
名
護
市
街
地
を
活
性
化

継続できる取り組みで
名護を活性化しよう！

若い世代と力を合わせて
まちを元気に！

名護のためにできることを
サポートしたい

平成23年4月1日発行第35巻4号通巻427号

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

電
話：０
９
８
０-

５
３-

５
３
１
１

お
問
い
合
わ
せ

広報誌担当となってからあっという間に２年が経ちました。
初めての編集作業の中、アンケートや電話での読者からの声
が大変励みになりました。次号から「美ら島沖縄」は内容一
新、新体制に代わります。今後とも「美ら島沖縄」のご愛読よ
ろしくお願いします。(momo)

3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震および津波で被
災された皆さまには心からお見舞いを申し上げるとともに、
亡くなられた方々のご冥福をお祈りします。県では、被災者
支援のための義援金を受け付けています。県民の皆さまの
ご協力をお願いします（本誌12頁参照）。（たあちまちゅ）

名
護
ま
ち
活
性
化
実
行
委
員
会

４月にグランドオープン！

左から、末吉司さん、安次富長徳さん、宮城良勝さん左から、末吉司さん、安次富長徳さん、宮城良勝さん

な
が
の
り

建物はきれいになっても、人情あふれる
雰囲気はそのまま
建物はきれいになっても、人情あふれる
雰囲気はそのまま

昨年12月18日に行われた
プレオープンイベント ４月にグランドオープン！リニューアル前の市営市場リニューアル前の市営市場
昨年12月18日に行われた
プレオープンイベント

名護市


